
成果指標・目標 サブ指標・目標

1 スポーツ振興の意義についての理解促進を図り、スポーツへの主体的な取組を促します。 ―

2 地域の人や組織の連携・協働体制を構築します。 ―

3 地域スポーツの推進拠点、地域連携の結節点となる総合型地域スポーツクラブを育成します。 ―

1 アスリートの競技力向上と本県への定着を図ります。
◆国体総成績
【目標】10位台定着

①国際大会（JOC派遣）での本県関係選手の出場実績（アジア大会・オリンピック）
【目標】増加させる、全国平均を上回る

②［参考値］新潟県社会人スポーツ推進協議会の会員企業団体等の競技スポーツ実績を有する社員の採用数
【目標】増加させる

③［参考値］新潟県社会人スポーツ推進協議会の会員企業団体数
【目標】増加させる

2 スポーツ愛好者がスポーツを楽しむ機会を拡充します。

3 スポーツに親しみのない人々のスポーツ参加を促します。

1 全ての世代がスポーツを楽しむことができる環境をつくります。

2 スポーツを楽しみながら健康づくりに取り組むことができる環境をつくります。

4 スポーツを通じて高齢者の生きがいづくりや社会参加を進めます。

5
体力や技術に自信がない人やスポーツが苦手な人でもスポーツを楽しむことができる環境をつくりま
す。

3 スポーツや遊びを通じて子どもの身体づくり、体力づくりを進めます。

◆児童生徒の体力テスト数値
【目標値】
　目標値全国平均値以上を維持し、児童生徒の体力が最も高い
とされている昭和60(1985)年頃の水準を超える。

①運動やスポーツが嫌いな児童生徒の割合（小学校５年生、中学校２年生）
【目標】減少させる、全国平均を下回る

②１週間の総運動時間が60分未満の児童生徒の割合（小学校５年生、中学校２年生）
【目標】減少させる、全国平均を下回る

6 障害者が身近な場所や機会にスポーツに親しむことができる環境をつくります。
◆障害がある人とない人がともに参加しているスポーツ教室・
イベント等がある市町村
【目標】30市町村

①総合型クラブの活動に現在障害者が参加しているクラブの割合
【目標】増加させる、全国平均を上回る

②障害スポーツの指導者数
【目標】増加させる

③障害者スポーツ教室の参加者数（「県障害者福祉計画）の指標）
【目標】増加させる

1 地域資源を活用して自ら価値を生み、来訪者を集める取組を促進します。

2
大規模スポーツイベントの誘致・開催、地域密着型プロスポーツの振興により、新潟のスポーツの魅力
を高めます。

3
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会を契機としたスポーツ振興・地域活性化の取組を進め
ます。

現行の新潟県スポーツ推進プランの構成と指標
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地域全体が主体的に連携･協
働してスポーツを推進する
仕組みづくり

本県競技力向上と県民のス
ポーツへの親しみ度に応じ
た施策の推進

年齢・性別・障害の有無等
に応じた施策の推進

地域資源を活用した受入体
制づくりと新潟県のスポー
ツの魅力発信

①地域課題解決のための方策等について市町村行政と連携して事業をしている総合型クラブの割合
【目標】増加させる、全国平均を上回る

②学校と連携した取組等をしている総合型クラブの割合
【目標】増加させる、全国平均を上回る

③スポーツによる地域活性化、企業や大学と連携した取組等をしている総合型クラブの割合
【目標】増加させる、全国平均を上回る

④他のスポーツ団体と連携した取組等をしている総合型クラブの割合
【目標】増加させる、全国平均を上回る

◆本県成人の週１日以上のスポーツ実施率
【目標】65％

①総合型クラブの会員数
【目標】増加させる

②総合型クラブの会員のうち、クラブ運営を「支える」会員の割合
【目標】増加させる

③総合型クラブの１クラブあたりの所属スポーツ指導者数
【目標】増加させる、全国平均を上回る

④子育て支援・若者のスポーツ参加の取組をしている総合型クラブの割合
【目標】増加させる、全国平均を上回る

⑤スポーツを通じた健康増進の取組をしている総合型クラブの割合
【目標】増加させる、全国平均を上回る

⑥にいがた健康経営推進企業の登録数（身体活動・運動・スポーツ分野に取り組む企業数）
【目標】増加させる

⑦運動習慣者の割合（「健康にいがた21」の指標）
【目標】第３次計画のとおり

主要施策施策の柱

◆大規模スポーツイベント観戦者数
【目標値】
　平成26(2014)年度（基準年）と比較し増加させる。

現行 資料４


